
　１．グループ分けの投票

　２．若者議会の仕組みの意見交換

　３．グループ分け

　４．新グループでワークショップ

　第２回ワーキング（9月4日）において

　メンバーの過半数から「いいね！」が

　あった７つのテーマの中から、興味

　・関心があり、意欲がわくテーマを

　選び 投票しました。

　 若者議会の仕組みをメンバーが考え、

　 次回ワーキング(10月21日)において、

　 再度意見交換することになりました。

（仮称）平川市若者議会 ワーキンググループ　 第５回ワーキング
2020年10月2日(金)　平川市文化センター　メンバー参加者：10名〇

～ プログラム ～

１．グループ分けの投票　

 ２．若者議会の仕組みの意見交換　①インターネットを活用するまち

　②能力を活かせるまち
　　　　　（職業体験ができる）

　③能力を活かせるまち
　　　　　（職業マッチングの支援がある）

　④利便性があるまち

　⑤職を応援してくれるまち

　⑥イベントが充実しているまち

「グループ分け」「新グループでワークショップ」は
 次のページをご覧ください

　⑦オシャレなお店があり、仕事や
　　アルバイトの選択肢が多いまち

投
票

名称は？ 資格は？

年齢は？ 人数は？ 任期は？

報酬は？ 活動回数は？



 ・１０月２１日（水）事業設計など　（平川市文化センター）

 朝晩の冷え込みもありますが、体調に注意して活動していきましょう！

 ～ ２０２０年１０月の活動（全体会） ～
　　～ ＳＮＳのグループを作り、全体会以外でも
　　　 情報共有や話し合いを進めていくことになりました。～

３．グループ分け　　　　　　　　　下記の２グループに分かれ
４．新グループでワークショップ　　　　今後の活動を行っていくことになりました

ぷろじぇくと・び～「インターネットを活用するまち」

船水滉太さん（リーダー）、福沢受音さん（サブリーダー）、
葛西彩水さん（記録係）、下山宝楽さん、今井野乃歌さん、

葛西ひなさんが参加しました。

～ワークショップ～
「インターネットを活用
するまち」を実現するた
めには、どのような方法
（施策）があるか意見交
換しました。

～次回全体会までのグループ活動～
・市内だけでなく、インターネットを使い県外のパンフレット等も集める。
・市内を紹介するマップを集める。　など

～発表～
・グルメ、観光等のマッ
　プがあり、ホームペー
　ジやアプリでアクセス
　できればいい。
・今あるものを知ること
　も必要である。

～発表～
・イベントと一言で言っ
　ても規模の違い(大小)
　がある。
・イベント主催者への支
　援も必要である。

～次回全体会までのグループ活動～
・自治体が関わっている大規模イベントの事例を調べる。
・路上アート、飲食店イベントなどの小規模イベントの事例を調べる。など

成田郁野さん（リーダー）、福士雄大さん（サブリーダー）、
尾田隼人さん（記録係）、工藤紫織さん、小田切こころさん、

寺山乃映さんが参加しました。

(仮)Ａグループ「イベントが充実しているまち」

～ワークショップ～
「イベントが充実してい
るまち」を実現するため
には、どのような方法
（施策）があるか意見交
換しました。


